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8 月 7 日に立秋を迎え暦の上では秋になりますが、照りつける日中の日差しにヒマワリは

空を仰ぎ、まだまだ厳しい暑さが続きます。 

直近２年ほど、企業では働き方改革や新型コロナウイルス感染拡大防止のためにテレワー

クが急増しました。その結果、家事や育児をしながら柔軟な勤務が可能になるというメリッ

トも得られましたが、自己管理をより大切にすることが求められています。 

8 月は夏バテを起こしやすく、体調を崩しやすい季節でもあります。 

皆様、どうぞ体調に気をつけて、夏を楽しみましょう。     （ビジネスネットワーク） 

 

■同窓会だより 

◇光葉同窓会「光葉緑奨学金」授与 

創立者夫人の人見緑先生を顕彰し北海道、 四国、九州沖縄県出身者で勉学、人格形成に

励み、大学の基準に値する在学生に授与する奨学金です。 

今年度は、北海道6名、愛媛県4名、香川県1名、福岡県3名、

熊本県2名、長崎県1名 、鹿児島県1名の18名に授与しました。 

7月8日、小原奈津子学長と学科長に出席いただき、 

本部館中会議室にて光葉緑奨学金授与式を行いました。 

 

  

 

 

 

 

 

◇光葉同窓会夏期休業 ８月６日(土)～８月21日(日） 

 

■学園だより（大学ホームページより） 

◇全国女子大学12年連続実就職率 №.１  

昭和女子大学の 2021 年度卒業生（2021 年 9 月卒を含む）の実就職率が 94.5%となり、 

「2022 年実就職率ランキング(大学通信調べ、7月 22 日現在)」で、卒業生 1,000 人以 

上の女子大学で 12 年連続 1位を達成しました。        

また、全国の国公私立大学では 7位、私立大学の中では 5位にランクインしました。 

◇オープンキャンパス開催のお知らせ  10:00～15:00 （受付開始 9:45） 

8 月 20 日(土)  国際学科、英語コミュニケーション学科、ビジネスデザイン学科、 

会計ファイナンス学科、日本語日本文学科、歴史文化学科 



8 月 21 日(日) 心理学科、福祉社会学科、初等教育学科、現代教養学科、環境デザイン学科、     

健康デザイン学科、管理栄養学科、食安全マネジメント学科 

 

■ 広げよう光の葉 

小林 千夏 さん            2022 年 ビジネスデザイン学科 

「小さなイノベーションを自分の大切な人のために」 

私は、大学受験で志望校合格に苦戦し、一人で勉強を続けながらも家族、たくさんの先生

や友人に支えられ、3月入試で奇跡的に昭和女子大学に入学できました。学生生活 4年間で

は予想をはるかに超えた数多くの貴重な経験ができ、最後に挑戦した自分の選択に今では感

謝しています。また、受験時に支えてくれた方への感謝の気持ちを込めて、学生生活 4年間

では「やりたいことにすべて挑戦する!」と心に決めたことを今でも覚えています。 

初めの第一歩はボランティア委員に立候補、その後留学先の昭和ボストン校で Wing 

Leader やゼミ長等の様々なリーダー経験しながら気になる事にすべて挑戦し、失敗もしな

がら多くの学びを得られました。これは、大学がたくさんの挑戦する機会を作ってくださり、

周りの仲間から日々刺激をもらい、毎日支えてくれた家族のおかげです。 

大学生活で私にとって一番大切な学びは「小さなイノベーションを誰かのために起こす」

ことです。3年次から ICT イノベーション集中領域の湯川ゼミに所属し、ICT を活用した新

規事業を０から考える経験を活かしたビジネスコンテストへのチャレンジ、企業の方とのコ

ミュニティ活動に参加しました。新しいビジネスを考える過程で重要なことは、「お客様が

本当に求めていることは何か」を常に意識することを学びました。最先端の技術を用いて開

発しても使う人がいなければ価値はなくなってしまいます。「相手が求めることに応える」

ことはビジネスでのみ言えることではなく、チーム活動や日常生活でも欠かせないことだと

気づきました。また、ゼミで特に印象に残っていることは、湯川先生が「イノベーションは

小さなことからでいい」と話されていたことです。「イノベーション」と聞くと大きな変革

を起こさなければならないと思っていましたが、初めは身の回りの小さな課題をなくすこと

から始め、その課題解決によって笑顔が一つ増え、そこから実際の声を聴きながら大きくし

ていけば良いと学びました。大学でお世話になった方、そしてこれから関わる大切な方々の

ために、この「小さなイノベーション」を起こし、お返しをしていきたいと考えています。 

現在、IT 企業に入社して研修を受けながら新しいこととの出合いを楽しんでいます。今

は自分の知らないことを習得する大切な期間として全力を尽くし、8月からはまた新たな環

境で学びつつも、少しずつ周りの人やお客様の笑顔につながる「小さなイノベーション」を

起こしながら、いつかはより多くの方や社会に貢献できる存在になれるように精励していき

たいと思います。 【End】 

 

メールマガジンを読んでのご感想、ご意見をお寄せください 

 

※181 号で、筆者の小山田みやびさんの卒業学科名をグローバルビジネス学科と記しましたが、 

ビジネスデザイン学科の誤りでした。お詫びして訂正します。 


